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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所与のフレームの異なるサブフレーム上の第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２の
ＣＲＳ送信との間で位相不連続性が使用されるというインジケータを基地局から受信する
ことと、
　前記異なるサブフレーム上の前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前
記位相不連続性が使用されるという前記インジケータを前記基地局から受信することに少
なくとも部分的に基づいて、前記異なるサブフレーム上の前記第１のＣＲＳ送信と前記第
２のＣＲＳ送信との間で位相連続性を維持することなしに前記第１のＣＲＳ送信と前記第
２のＣＲＳ送信とを受信することと、
　連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信することと、
　前記位相連続性が前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信との間で使用されると
いうインジケータを受信することと、
　前記位相連続性が前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信との間で使用されると
いう前記インジケータを受信することに少なくとも部分的に基づいて、異なるサブフレー
ムにわたって前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とをコヒーレントに結合する
ことと
　を備える、ワイヤレス通信システムにおいて共通基準信号を受信するための方法。
【請求項２】
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前記位相不連続性が使用される
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という前記基地局からの前記インジケータは、前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ
送信とが受信される前に受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合可能であるとい
うインジケータを受信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とが第１のフレーム内で生じる、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前記位相不連続性が使用される
という前記インジケータを前記基地局から受信することに少なくとも部分的に基づいて、
第１のフレームと第２のフレームとの間で前記位相不連続性が使用されると決定すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記位相不連続性が位相ランプアップを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記位相不連続性が、時間においてまたは周波数においてＣＲＳ位相を変化させるサイ
クル遅延ダイバーシティ（ＣＤＤ）を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ワイヤレス通信システムが、前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とに関
してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　所与のフレームの異なるサブフレーム上の第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２の
ＣＲＳ送信との間で位相不連続性が使用されるというインジケータを基地局から受信する
ための手段と、
　前記異なるサブフレーム上の前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前
記位相不連続性が使用されるという前記インジケータを前記基地局から受信することに少
なくとも部分的に基づいて、前記異なるサブフレーム上の前記第１のＣＲＳ送信と前記第
２のＣＲＳ送信との間で位相連続性を維持することなしに前記第１のＣＲＳ送信と前記第
２のＣＲＳ送信とを受信するための手段と、
　連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信するための手
段と、
　前記位相連続性が前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信との間で使用されると
いうインジケータを受信するための手段と、
　前記位相連続性が前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信との間で使用されると
いう前記インジケータを受信することに少なくとも部分的に基づいて、異なるサブフレー
ムにわたって前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とをコヒーレントに結合する
ための手段と
　を備える共通基準信号を受信するためのシステム。
【請求項１０】
　前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合可能であるとい
うインジケータを受信するための手段
　をさらに備える、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とが第１のフレーム内で生じる、請求項
９に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前記位相不連続性が使用される
という前記インジケータを前記基地局から受信することに少なくとも部分的に基づいて、
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第１のフレームと第２のフレームとの間で前記位相不連続性が使用されると決定するため
の手段
　をさらに備える、請求項９に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記位相不連続性が位相ランプアップを備える、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記位相不連続性が、時間においてまたは周波数においてＣＲＳ位相を変化させるサイ
クル遅延ダイバーシティ（ＣＤＤ）を備える、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記システムが、前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とに関してニューキャ
リアタイプ（ＮＣＴ）を使用する、請求項９に記載のシステム。
【請求項１６】
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと
　を備え、前記メモリは、前記プロセッサによって実行されるときに前記プロセッサに動
作を実行させる実行可能な命令を記憶し、前記動作は、
　　所与のフレームの異なるサブフレーム上の第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２
のＣＲＳ送信との間で位相不連続性が使用されるというインジケータを基地局から受信す
ることと、
　　前記異なるサブフレーム上の前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で
前記位相不連続性が使用されるという前記インジケータを前記基地局から受信することに
少なくとも部分的に基づいて、前記異なるサブフレーム上の前記第１のＣＲＳ送信と前記
第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性を維持することなしに前記第１のＣＲＳ送信と前記
第２のＣＲＳ送信とを受信することと、
　連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信することと、
　前記位相連続性が前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信との間で使用されると
いうインジケータを受信することと、
　前記位相連続性が前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信との間で使用されると
いう前記インジケータを受信することに少なくとも部分的に基づいて、異なるサブフレー
ムにわたって前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とをコヒーレントに結合する
ことと
　を備えるワイヤレス通信デバイス。
【請求項１７】
　前記実行可能な命令は、前記プロセッサによって実行されるときに
　前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合可能であるとい
うインジケータを受信すること
　をさらに備える動作を前記プロセッサに実行させる、請求項１６に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とが第１のフレーム内で生じる、請求項
１６に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記実行可能な命令は、前記プロセッサによって実行されるときに
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前記位相不連続性が使用される
という前記インジケータを前記基地局から受信することに少なくとも部分的に基づいて、
第１のフレームと第２のフレームとの間で前記位相不連続性が使用されると決定すること
　をさらに備える動作を前記プロセッサに実行させる、請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記位相不連続性が位相ランプアップを備える、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
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記コードは、
　所与のフレームの異なるサブフレーム上の第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２の
ＣＲＳ送信との間で位相不連続性が使用されるというインジケータを基地局から受信する
ことと、
　前記異なるサブフレーム上の前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前
記位相不連続性が使用されるという前記インジケータに少なくとも部分的に基づいて、前
記異なるサブフレーム上の前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で位相連
続性を維持することなしに前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とを受信するこ
とと、
　連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信することと、
　前記位相連続性が前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信との間で使用されると
いうインジケータを受信することと、
　前記位相連続性が前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信との間で使用されると
いう前記インジケータに少なくとも部分的に基づいて、異なるサブフレームにわたって前
記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とをコヒーレントに結合することと
　を実行可能である命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２２】
　前記コードは、
　前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合可能であるとい
うインジケータを受信すること
　を実行可能である命令をさらに備える、請求項２１に記載の非一時的コンピュータ可読
媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡された、Ｄａｍｎｊａｎｏｖｉｃらによる
２０１４年１月２３日に出願された「Ｃｏｍｍｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ
　Ｐｈａｓｅ　Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ　ａｎｄ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｉｎｉｔｉａ
ｌｉｚａｔｉｏｎ」と題する米国特許出願第１４／１６２，４８４号、およびＤａｍｎｊ
ａｎｏｖｉｃらによる２０１３年１月２５日に出願された「Ｍｅｔｈｏｄｓ，　Ｓｙｓｔ
ｅｍｓ，　ａｎｄ　Ｄｅｖｉｃｅｓ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉ
ｇｎａｌ　Ｐｈａｓｅ　Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ　ａｎｄ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｉｎ
ｉｔｉａｌｉｚａｔｉｏｎ」と題する米国仮特許出願第６１／７５７，００８号の優先権
を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信システム
のためにワイヤレスチャネルのための共通基準信号を利用するシステム、デバイス、およ
び方法に関する。ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセー
ジング、ブロードキャストなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展
開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周
波数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが
可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分
割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多
元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムが
ある。
【０００３】
　[0003]概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数のモバイルデバイスの
ための通信を同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。基地局は、ダウンスト
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リームリンクおよびアップストリームリンク上でモバイルデバイスと通信し得る。基地局
は、特定の周期でモバイルデバイスに共通基準信号を送信し得る。共通基準信号の周期性
（a common reference signal periodicity）が低減されたとき、様々な問題が起こり得
る。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]説明する特徴は、概して、ワイヤレス通信システムにおいて共通基準シグナリン
グをサポートするための１つまたは複数の方法、システム、およびデバイスに関する。た
とえば、いくつかの構成では、異なるサブフレーム上の複数の共通基準信号（ＣＲＳ）送
信（common reference signal (CRS) transmissions）の間の位相不連続性（a phase dis
continuity）が導入され得る。これは、低減されたＣＲＳ周期性が利用され得るときに起
こり得る問題に対処し得る。位相連続性（phase continuity）が仮定され得るか否かを示
すためにインジケータも基地局からユーザ機器（ＵＥ）に送信され得る。いくつかの構成
はＣＲＳシーケンス初期化（CRS sequence initialization）をサポートし得る。これら
のツールおよび技法は、セルによって送信されるＣＲＳシーケンスの数を増加させ得る、
拡張されたＣＲＳシーケンス周期性（extended CRS sequence periodicity）を利用し得
る。
【０００５】
　[0005]これらのツールおよび技法は異なるワイヤレス通信システムへの一般的な適用可
能性を有し得るが、開示される方法、システム、およびデバイスは、特にニューキャリア
タイプ（ＮＣＴ：New Carrier Type）とともに利用され得る。たとえば、ＮＣＴは、単一
のアンテナポート上で５ｍｓごとに１つのサブフレームに低減されたＣＲＳ周期性を利用
し得る。その結果、単一の仮想アンテナポート上の複数の物理アンテナポートからの送信
は受信信号ヌル（received signal nulls）を生じ得、ＣＲＳカバレージホール（CRS cov
erage holes）を生じ得る。高モビリティユーザ機器（ＵＥ）などでは、場合によっては
、異なるサブフレームにわたるコヒーレント結合（coherent combining）も有用でないこ
とがある。異なるサブフレーム上の複数のＣＲＳ送信間の位相不連続性の使用、および／
またはＣＲＳシーケンス初期化のためにＣＲＳシーケンス周期性を拡張することが、これ
らの問題に対処し得る。
【０００６】
　[0006]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムにおいて共通基準信号を受信
するための方法が提供される。本方法は、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣ
ＲＳ送信との間で位相連続性が仮定され得ないと決定すること、および／または位相連続
性を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とを受信することを含み得
る。
【０００７】
　[0007]第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が仮定され得ないと決
定することは、位相連続性が仮定され得ないことを示すインジケータを受信することを含
み得る。インジケータは、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが受信される前に受信
され得る。いくつかの構成は、連続ＣＲＳ位相（a continuous CRS phase）を使用する第
３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信すること、および／または位相連続性が仮定
され得るというインジケータを受信することを含む。いくつかの状況では、第３のＣＲＳ
送信と第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され（coherently combined）得るとい
うインジケータが受信され得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの構成では、第１のフレームと第２のフレームとの間で位相不連続性が
生じ得る。他の例では、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相不連続性が仮
定され得ないと決定することは、場合によっては第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信と
が第１のフレーム内で生じると決定することを含み得る。位相不連続性は位相ランプアッ
プ（a phase ramp up）を含み得、またはそれは、時間においてまたは周波数においてＣ
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ＲＳ位相を変化させるサイクル遅延ダイバーシティ（ＣＤＤ：cycle delay diversity）
を含み得る。本方法は、場合によっては、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とに関し
てニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用するワイヤレス通信システムで実装され得る。
【０００９】
　[0009]いくつかの実施形態では、共通基準信号を受信するためのシステムが提供される
。本システムは、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連
続性が使用されると仮定され得ないことを決定するための手段、および／または位相連続
性を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とを受信するための手段を
含み得る。
【００１０】
　[0010]第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が仮定され得ないと決
定するための手段は、位相連続性が仮定され得ないことを示すインジケータを受信するた
めの手段を含み得る。いくつかの構成では、本システムは、連続ＣＲＳ位相を使用する第
３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信するための手段、および／または位相連続性
が仮定され得るというインジケータを受信するための手段を含み得る。本システムは、第
３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得るというインジケータ
を受信するための手段を含み得る。
【００１１】
　[0011]いくつかの構成では、第１のフレームと第２のフレームとの間で位相不連続性が
生じ得る。いくつかの実施形態では、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相
連続性が仮定され得ないと決定するための手段は、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信
とが第１のフレーム内で生じ得ると決定するための手段を含み得る。位相不連続性は位相
ランプアップを含み得、またはそれは、時間においてまたは周波数においてＣＲＳ位相を
変化させるサイクル遅延ダイバーシティ（ＣＤＤ）を含み得る。本システムは、第１のＣ
ＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とに関してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用し得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの実施形態では、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送
信との間で位相連続性が仮定され得ないと決定するためのコード、および／または位相連
続性を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とを受信するためのコー
ドを含み得る非一時的コンピュータ可読媒体を含み得るワイヤレス通信システムのための
コンピュータプログラム製品が提供される。
【００１３】
　[0013]場合によっては、コンピュータプログラム製品は、位相連続性が仮定され得ない
というインジケータを受信するためのコードを含む。コンピュータプログラム製品はまた
、連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信するためのコ
ードを含み得、それは、位相連続性が仮定され得るというインジケータを受信するための
コードを含み得る。またさらなる実施形態では、コンピュータプログラム製品は、第３の
ＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得るというインジケータを受
信するためのコードを含み得る。
【００１４】
　[0014]第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が仮
定され得ないと決定し、および／または位相連続性を維持することなしに第１のＣＲＳ送
信と第２のＣＲＳ送信とを受信するように構成され得るプロセッサを含み得るワイヤレス
通信デバイスが提供される。
【００１５】
　[0015]ワイヤレス通信デバイスのいくつかの実施形態では、プロセッサは、位相連続性
が仮定され得ないというインジケータを受信するように構成される。追加または代替とし
て、プロセッサは、連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを
受信し、および／または位相連続性が仮定され得るというインジケータを受信するように
構成され得る。場合によっては、プロセッサはさらに、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ
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送信とがコヒーレントに結合され得るというインジケータを受信するように構成される。
ワイヤレス通信デバイスのいくつかの実施形態では、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送
信とは第１のフレーム内で生じる。
【００１６】
　[0016]ワイヤレス通信デバイスのプロセッサは、第１のフレームと第２のフレームとの
間で位相不連続性が使用されると決定するように構成され得る。いくつかの事例では、位
相不連続性は位相ランプアップを含む。
【００１７】
　[0017]説明する方法、システム、および／またはデバイスの適用性のさらなる範囲は、
以下の詳細な説明、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。当業者には詳細な
説明の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が明らかになるので、詳細な説明および
特定の例は例示として与えられるものにすぎない。
【００１８】
　[0018]以下の図面を参照すれば、本開示の性質および利点のさらなる理解が得られ得る
。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、
同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要
素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベル
のみが明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同
じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0019]様々な実施形態によるワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0020]様々な実施形態に従って使用され得るシステムを示す図。
【図３】[0021]様々な実施形態による基地局とＵＥとをもつワイヤレス通信システムのブ
ロック図。
【図４】[0022]様々な実施形態による基地局を示すブロック図。
【図５】[0023]様々な実施形態によるＵＥを示すブロック図。
【図６】[0024]様々な実施形態による基地局を示すブロック図。
【図７】[0025]様々な実施形態によるＵＥを示すブロック図。
【図８】[0026]様々な実施形態によるｅＮＢとＵＥとを含むＭＩＭＯ通信システムのブロ
ック図。
【図９Ａ】[0027]様々な実施形態によるワイヤレス通信のための方法を示すフローチャー
ト。
【図９Ｂ】[0028]様々な実施形態によるワイヤレス通信のための方法を示すフローチャー
ト。
【図１０Ａ】[0029]様々な実施形態によるワイヤレス通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図１０Ｂ】[0030]様々な実施形態によるワイヤレス通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図１１Ａ】[0031]様々な実施形態によるワイヤレス通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図１１Ｂ】[0032]様々な実施形態によるワイヤレス通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図１１Ｃ】[0033]様々な実施形態によるワイヤレス通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【詳細な説明】
【００２０】
　[0034]ワイヤレス通信システムにおいて共通基準シグナリングをサポートするための方
法、システム、およびデバイスが提供される。たとえば、いくつかの構成では、異なるサ
ブフレーム上の複数の共通基準信号（ＣＲＳ）送信の間に位相不連続性が導入され得る。
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これは、低減されたＣＲＳ周期性が利用され得るときに起こり得る問題に対処し得る。位
相連続性が仮定され得るか否かを示すためにインジケータも基地局からユーザ機器（ＵＥ
）に送信され得る。いくつかの構成はＣＲＳシーケンス初期化をサポートする。これらの
ツールおよび技法は、セルによって送信されるＣＲＳシーケンスの数を増加させ得る、拡
張されたＣＲＳシーケンス周期性を利用し得る。
【００２１】
　[0035]これらのツールおよび技法は様々なワイヤレス通信システムへの一般的な適用可
能性を有し得るが、開示される方法、システム、およびデバイスは、特にニューキャリア
タイプ（ＮＣＴ）とともに利用され得る。たとえば、ＮＣＴは、単一のアンテナポート上
で５ｍｓごとに１つのサブフレームに低減されたＣＲＳ周期性を利用し得る。その結果、
単一の仮想アンテナポート上の複数の物理アンテナポートからの送信は受信信号ヌルを生
じ得、ＣＲＳカバレージホールを生じ得る。高モビリティユーザ機器（ＵＥ）などでは、
場合によっては、異なるサブフレームにわたるコヒーレント結合も有用でないことがある
。異なるサブフレーム上の複数のＣＲＳ送信間の位相不連続性の使用、および／またはＣ
ＲＳシーケンス初期化のためにＣＲＳシーケンス周期性を拡張することが、これらの問題
に対処し得る。
【００２２】
　[0036]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載された範囲、適用
可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱すること
なく、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、様
々なプロシージャまたは構成要素を適宜に省略、置換、または追加し得る。たとえば、説
明される方法は、説明される順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、
省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明される特徴は
、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２３】
　[0037]最初に図１を参照すると、図に、ワイヤレス通信システム１００の一例が示され
ている。システム１００は、基地局（またはセル）１０５と、通信デバイス１１５と、コ
アネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態ではコアネットワーク
１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラの制御下で通信デバイ
ス１１５と通信し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２を介して制御情報お
よび／またはユーザデータをコアネットワーク１３０と通信し得る。いくつかの実施形態
では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホール
リンク１３４を介して、直接的あるいは間接的に互いに通信し得る。システム１００は、
複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。マルチキャリ
ア送信機は、複数のキャリア上で同時に変調された信号を送信し得る。たとえば、各通信
リンク１２５は、様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各
変調された信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御
チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送し得る。
【００２４】
　[0038]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレス通信し得る。基地局１０５サイトの各々は、それぞれの地理的エリア１１０に対
する通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、トランシー
バ基地局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅノードＢまたは
ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、あるいは何らかの他の好適な用語で呼ば
れることがある。基地局のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分
のみを構成するセクタに分割され得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５
（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。
異なる技術のための重複するカバレージエリアがあり得る。
【００２５】
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　[0039]いくつかの実施形態では、システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークで
あり得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユー
ザ機器（ＵＥ）という用語は、概して、それぞれ基地局１０５およびデバイス１１５につ
いて説明するために使用され得る。システム１００は、異なるタイプのｅＮＢがその中で
様々な地理的領域に対するカバレージを与える、異機種（Heterogeneous）ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、
フェムトセル、および／または他のタイプのセルに対する通信カバレージを与え得る。マ
クロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカ
バーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを
可能にし得る。ピコセルは、概して、比較的小さい地理的エリアをカバーすることになり
、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセス（unrest
ricted access）を可能にし得る。また、フェムトセルは、概して、比較的小さい地理的
エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり、無制限アクセスに加えて、フェムト
セルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定された加入者グループ（ＣＳＧ：closed sub
scriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限されたアクセ
ス（restricted access）をも可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢ
と呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。ま
た、フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることが
ある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポー
トし得る。いくつかの構成では、ｅＮＢ１０５は、異なるサブフレーム上の複数のＣＲＳ
送信間の位相不連続性を導入し得る。たとえば、ｅＮＢ１０５は、第１の共通基準信号（
ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で使用する位相不連続性を決定し得る。ｅＮＢ１
０５は、次いで、位相連続性を維持することなしに第１のＣＲＳ送信および第２のＣＲＳ
送信などの複数の共通基準信号を送信し得る。これは、決定された位相不連続性を利用す
ることを伴い得る。場合によっては、ｅＮＢ１０５は、ＣＲＳ送信に関してニューキャリ
アタイプ（ＮＣＴ）を利用し得る。
【００２６】
　[0040]いくつかの構成では、ｅＮＢ１０５は、特定の形態のＣＲＳシーケンス初期化に
関与し得る。たとえば、ｅＮＢ１０５は、識別された基準信号シーケンス周期に関して、
拡張された共通基準信号シーケンス周期（an extended common reference signal sequen
ce period）を決定し得る。一例では、ｅＮＢ１０５は、ＣＲＳシーケンス周期を１０ｍ
ｓから、限定はしないが、４０ｍｓまたは５０ｍｓを含むより高い値に拡張し得る。これ
は、たとえば、ＮＣＴに有用であり得る。ｅＮＢ１０５は、拡張された共通基準信号シー
ケンス周期を様々な方法で利用し得る。
【００２７】
　[0041]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介しておよび／またはバックホールリンク１３２を介して（
たとえば、コアネットワーク１３０を通して）、直接的または間接的に、互いに通信し得
る。ワイヤレスシステム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作
の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は近似的
に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを有し
得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明する技
法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００２８】
　[0042]ＵＥ１１５は、ワイヤレスシステム１００全体にわたって分散され得、各ＵＥは
固定または移動性であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、加入者局、モバ
イルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバ
イス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入
者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユ
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ーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用
語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワ
イヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュ
ータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬ
Ｌ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リ
レーなどと通信することが可能であり得る。いくつかの構成では、ＵＥ１１５は、第１の
ＣＲＳ送信および第２のＣＲＳ送信など、複数の共通基準信号（ＣＲＳ）送信間で位相連
続性が仮定され得ないと決定する。場合によっては、これは、位相不連続性が使用される
とＵＥ１１５において決定することを伴い得る。ＵＥ１１５は、位相連続性を維持するこ
となしに、第１のＣＲＳ送信および第２のＣＲＳ送信など、複数のＣＲＳ送信を受信し得
る。ＵＥ１１５は、いくつかの構成では、ＣＲＳ送信に関してニューキャリアタイプ（Ｎ
ＣＴ）を使用し得る。場合によっては、共通基準シグナリングはセル固有基準シグナリン
グ（cell-specific reference signaling）と呼ばれることがある。
【００２９】
　[0043]いくつかの構成では、ＵＥ１１５はＣＲＳシーケンス初期化に関して利用され得
る。たとえば、ＵＥ１１５は、識別された基準信号シーケンス周期に関して、拡張された
共通基準信号シーケンス周期を決定し得る。ＵＥ１１５は、拡張された共通基準信号シー
ケンス周期を様々な方法で利用し得る。ＵＥ１１５は、いくつかの構成では、ＣＲＳシー
ケンス初期化に関してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用し得る。
【００３０】
　[0044]ネットワーク１００中に示された送信リンク１２５は、モバイルデバイス１１５
から基地局１０５へのアップリンク送信、および／または基地局１０５からモバイルデバ
イス１１５へのダウンリンク送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼
ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。ワイヤ
レスシステム１００についてＬＴＥ／ＬＴＥアドバンストアーキテクチャに関して説明し
たが、本開示全体にわたって提示される様々な概念は他のタイプのワイヤレスネットワー
クに拡張され得ることを、当業者は容易に諒解されよう。
【００３１】
　[0045]図２に、開示する実施形態に従って使用され得るシステム２００を示す。システ
ム２００は、１つまたは複数のコンポーネントキャリア１～Ｎ（ＣＣ１～ＣＣＮ）を使用
してｅＮＢ１０５－ａ（たとえば、基地局、アクセスポイントなど）と通信し得る、ＵＥ
１１５－ａを含み得る。ＵＥ１１５－ａおよびｅＮＢ１０５－ａは、図１のＵＥ１１５お
よびｅＮＢ１０５の例であり得る。図２にはただ１つのユーザ機器１１５－ａおよび１つ
のｅＮＢ１０５－ａが示されているが、システム２００は任意の数のＵＥ１１５および／
またはｅＮＢ１０５を含み得ることを諒解されたい。
【００３２】
　[0046]一実施形態では、ｅＮＢ１０５－ａは、コンポーネントキャリアＣＣ１２０５～
ＣＣＮ２１０上の順方向（ダウンリンク）チャネル２２０および２３０を介してＵＥ１１
５－ａに情報を送信し得る。さらに、ＵＥ１１５－ａは、コンポーネントキャリアＣＣ１

２０５～ＣＣＮ２１０上の逆方向（アップリンク）チャネル２１５および２２５を介して
ｅＮＢ１０５－ａに情報を送信し得る。図２ならびに開示される実施形態のいくつかに関
連する他の図の様々なエンティティについて説明する際は、説明の目的で、３ＧＰＰ　Ｌ
ＴＥまたはＬＴＥ－Ａワイヤレスネットワークに関連する用語が使用される。ただし、シ
ステム２００は、限定はしないが、ＯＦＤＭＡワイヤレスネットワーク、ＣＤＭＡネット
ワーク、３ＧＰＰ２　ＣＤＭＡ２０００ネットワークなどの他のネットワークにおいて動
作し得ることを諒解されたい。
【００３３】
　[0047]ＬＴＥ－Ａベースのシステムでは、ＵＥ１１５－ａは、より広い全送信帯域幅を
可能にするためにｅＮＢ１０５－ａによって利用される複数のコンポーネントキャリアで
構成され得る（たとえば、キャリアアグリゲーション）。図２に示されているように、Ｕ
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Ｅ１１５－ａは「コンポーネントキャリア１」２０５～「コンポーネントキャリアＮ」２
１０で構成され得、ここで、Ｎは１以上の整数である。図２は２つのコンポーネントキャ
リアを示しているが、ＵＥ１１５－ａは、任意の好適な数のコンポーネントキャリアで構
成され得、したがって、本明細書で開示される主題および特許請求の範囲は２つのコンポ
ーネントキャリアに限定されないことを諒解されたい。コンポーネントキャリア２０５～
２１０は、それぞれのダウンリンク２２０および２３０ならびにそれぞれのアップリンク
２１５および２２５を含み得る。
【００３４】
　[0048]マルチキャリア動作中、異なるＵＥに関連付けられたダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ：Downlink Control Information）メッセージは、複数のコンポーネントキャリア上
で搬送され得る。たとえば、ＰＤＣＣＨ上のＤＣＩは、ＰＤＳＣＨ送信のためにＵＥによ
って使用されるように構成された同じコンポーネントキャリア上に含まれ得る（すなわち
、同一キャリアシグナリング（same-carrier signaling））。代替または追加として、Ｄ
ＣＩは、ＰＤＳＣＨ送信のために使用されるターゲットコンポーネントキャリアとは異な
るコンポーネントキャリア上で搬送され得る（たとえば、クロスキャリアシグナリング（
cross-carrier signaling））。いくつかの実施形態では、半静的に有効化され得るキャ
リアインジケータフィールド（ＣＩＦ：carrier indicator field）は、ＰＤＳＣＨ送信
のためのターゲットキャリア以外のキャリアからのＰＤＣＣＨ制御シグナリングの送信を
容易にするために、一部または全部のＤＣＩフォーマット中に含まれ得る（クロスキャリ
アシグナリング）。
【００３５】
　[0049]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａベースのシステムへの拡張は、これらのシステムの容量およ
びカバレージを増加させ得る。さらに、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａベースのシステムへの拡張が
実装されたとき、異なるセル間の協調も改善し得る。一実施形態では、システムの容量お
よびカバレージを増加させるためにキャリアアグリゲーションに基づく小さいセル拡張が
実装され得る。
【００３６】
　[0050]ニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）は、小さいセルを最適化するのを助けるために
導入され得る。ＮＣＴはマクロセルにおいても使用され得る。一構成では、ＮＣＴは、共
通基準信号オーバーヘッドを低減し、ダウンリンク制御チャネルの動作が復調基準信号（
demodulation reference signals）に基づくことを可能にし得る。たとえば、ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ　Ｒｅｌ．１２では、ＮＣＴが導入され、セル固有基準信号の送信が５つのサブ
フレームのうち４つにおいて除去される。これは、ｅＮＢの異なる送信アンテナ構成に対
する様々な性能利得を与え得る。しかしながら、ＣＲＳ周期性を低減すると異なる問題が
生じ得る。様々な構成がこれらの問題に対処し得る。たとえば、いくつかの構成では、異
なるサブフレーム上の複数のＣＲＳ送信間の位相不連続性が導入され得る。場合によって
は、ＮＣＴ上でｅＮＢ１０５－ａからＵＥ１１５－ａに送信されるインジケータは、位相
連続性が仮定され得るか否かを示し得る。さらに、低減されたＣＲＳ周期性では、セルに
よって送信されるＣＲＳシーケンスがより少数であり得る。これはＣＲＳシーケンス初期
化に影響を及ぼし得る。いくつかの構成は、セルごとの可能なシーケンスの数が（たとえ
ば、（１０ｍｓＣＲＳシーケンス初期化周期性のための）２から（４０ｍｓＣＲＳシーケ
ンス初期化周期性のための）８に）増加され得るように、拡張されたＣＲＳシーケンス周
期性を利用することによってこの問題に対処し得る。いくつかの構成はまた、時間および
／または周波数マッピング、ｅＮＢ１０５－ａからＵＥ１１５－ａへの送信など、ＣＲＳ
構成情報を導入し得る。ＣＲＳ構成情報はシステム帯域幅に依存し得る。
【００３７】
　[0051]図３は、様々な構成によるワイヤレス通信システム３００を示すブロック図３０
０である。システム３００は、様々な構成によるＵＥ１１５－ｂと基地局１０５－ｂとを
含む。ＵＥ１１５－ｂは、図１、図２、および／または図８に示されたＵＥ１１５の一例
であり得る。基地局１０５－ｂは、図１、図２、および／または図８に示された基地局の
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一例であり得る。基地局１０５－ｂは、受信機モジュール３０５、共通基準信号管理モジ
ュール３１０、および／または送信機モジュール３１５を含み得る。これらの構成要素の
各々は互いに通信中であり得、場合によっては、これらの構成要素は１つまたは複数のモ
ジュールに組み込まれ得る。ＵＥ１１５－ｂは、受信機モジュール３５５と、共通基準信
号処理モジュール３６０と、送信機モジュール３６５とを含み得る。これらの構成要素の
各々は互いに通信中であり得、これらの構成要素は１つまたは複数のモジュールに組み込
まれ得る。基地局１１５－ｂおよびＵＥ１１５－ｂは互いにワイヤレス通信３２５中であ
り得る。
【００３８】
　[0052]ＵＥ１１５－ｂまたは基地局１０５－ｂのこれらの構成要素は、ハードウェア中
の適用可能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて個別にまたは集合的に実装され得る。代替的に、機
能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集
積回路上で実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプ
ログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカス
タムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、１つまたは複数の汎用または特定
用途向けプロセッサによって実行されるためにフォーマットされた、メモリ中に組み込ま
れた命令を用いて全体的にまたは部分的に実装され得る。
【００３９】
　[0053]いくつかの構成では、ＵＥ１１５－ｂの受信機モジュール３５５は、セルラー受
信機を含み得、送信機モジュール３１５から送信された基地局１０５－ｂからの送信を受
信し得る。基地局１０５－ｂの共通基準信号（ＣＲＳ）管理モジュール３１０は、送信機
モジュール３１５を介して送信され得るＣＲＳ送信を管理し得る。ＵＥ１１５－ｂのＣＲ
Ｓ処理モジュール３６０は、受信機モジュール３５５を介して受信され得るＣＲＳ送信を
処理し得る。
【００４０】
　[0054]いくつかの構成では、ＣＲＳ管理モジュール３１０は、異なるサブフレーム上の
複数のＣＲＳ送信間の位相不連続性を導入し得る。たとえば、ＣＲＳ管理モジュール３１
０は、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で使用する位相不連
続性を決定し得る。ＣＲＳ管理モジュール３１０および／または送信機モジュール３１５
は、次いで、位相連続性を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とを
送信し得る。これは、決定された位相不連続性を利用することを伴い得る。ＵＥ１１５－
ｂは、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が仮定
され得ないと決定するためにＣＲＳ処理モジュール３６０を利用し得る。場合によっては
、これは、位相不連続性が使用されると決定することを伴い得る。ＣＲＳ処理モジュール
３６０および／または受信機モジュール３５５は、位相不連続性を使用する第１のＣＲＳ
送信と第２のＣＲＳ送信とを受信し得る。システム３００はＣＲＳ送信に関してニューキ
ャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用し得る。
【００４１】
　[0055]いくつかの構成では、基地局１０５－ｂのＣＲＳ管理モジュール３１０および／
またはＵＥ１１５－ｂのＣＲＳ処理モジュール３６０がＣＲＳシーケンス初期化に関して
利用され得る。たとえば、ＣＲＳ管理モジュール３１０および／またはＣＲＳ処理モジュ
ール３６０は、識別された基準信号シーケンス周期に関して、拡張された共通基準信号シ
ーケンス周期を決定し得る。ＣＲＳ管理モジュール３１０および／またはＣＲＳ処理モジ
ュール３６０は、拡張された共通基準信号シーケンス周期を様々な方法で利用し得る。ワ
イヤレス通信システム３００は、ＣＲＳシーケンス初期化に関してニューキャリアタイプ
（ＮＣＴ）を使用し得る。
【００４２】
　[0056]次に図４および図５を参照すると、図４は、様々な構成による基地局１０５－ｃ
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を示すブロック図４００を示し、図５は、様々な構成によるＵＥ１１５－ｃのブロック図
５００を示している。ＵＥ１１５－ｃは、図１、図２、図３、および／または図８に示さ
れたＵＥ１１５の一例であり得る。基地局１０５－ｃは、図１、図２、図３および／また
は図８に示された基地局の一例であり得る。基地局１０５－ｃおよびＵＥ１１５－ｃは、
本明細書で説明される機能を実行するための手段であるか、またはそれを含み得る。基地
局１０５－ｃは、受信機モジュール３０５、共通基準信号（ＣＲＳ）管理モジュール３１
０－ａ、および／または送信機モジュール３１５を含み得る。ＣＲＳ管理モジュール３１
０－ａは、ＣＲＳ位相不連続性モジュール４０５および／またはＣＲＳ位相状態インジケ
ータモジュール４１０を含み得る。ＣＲＳ管理モジュール３１０－ａは図３および／また
は図８のＣＲＳ管理モジュール３１０の一例であり得る。基地局１０５－ｃの構成要素の
各々は互いに通信中であり得、場合によっては、これらの構成要素は１つまたは複数のモ
ジュールに組み込まれ得る。ＵＥ１１５－ｃは、受信機モジュール３５５と、共通基準信
号（ＣＲＳ）処理モジュール３６０－ａと、送信機モジュール３６５とを含み得る。ＣＲ
Ｓ処理モジュール３６０－ａは、ＣＲＳ位相状態決定モジュール５１０および／またはＣ
ＲＳコヒーレントコンバイナモジュール（a CRS coherent combiner module）５０５を含
み得る。ＣＲＳ処理モジュール３６０－ａは図３および／または図８のＣＲＳ管理モジュ
ール３６０の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｃの構成要素の各々は互いに通信中であり得
、これらの構成要素は１つまたは複数のモジュールに組み込まれ得る。
【００４３】
　[0057]ＵＥ１１５－ｃまたは基地局１０５－ｃのこれらの構成要素は、ハードウェア中
の適用可能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて個別にまたは集合的に実装され得る。代替的に、機
能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集
積回路上で実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプ
ログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカス
タムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、１つまたは複数の汎用または特定
用途向けプロセッサによって実行されるためにフォーマットされた、メモリ中に組み込ま
れた命令を用いて全体的にまたは部分的に実装され得る。
【００４４】
　[0058]いくつかの構成では、ＵＥ１１５－ｃの受信機モジュール３５５は、セルラー受
信機を含み得、送信機モジュール３１５から送信された基地局１０５－ｃなどの基地局か
らの送信を受信し得る。基地局１０５－ｃの共通基準信号（ＣＲＳ）管理モジュール３１
０－ａは、送信機モジュール３１５を介して送信され得るＣＲＳ送信を管理し得る。ＵＥ
１１５－ｃのＣＲＳ処理モジュール３６０－ａは、受信機モジュール３５５を介して受信
され得るＣＲＳ送信を処理し得る。
【００４５】
　[0059]いくつかの構成では、ＣＲＳ管理モジュール３１０は、異なるサブフレーム上の
複数のＣＲＳ送信間の位相不連続性を導入し得る。たとえば、ＣＲＳ管理モジュール３１
０は、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で使用する位相不連
続性を決定し得る。ＣＲＳ管理モジュール３１０および／または送信機モジュール３１５
は、次いで、位相連続性を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とを
送信し得る。これは、位相不連続性を使用することを伴い得る。
【００４６】
　[0060]異なるサブフレーム上のＣＲＳ間の位相不連続性を導入することは、１つのサブ
フレーム上の起こり得る信号ヌルが後続のサブフレーム上でおそらく生じ得ないようにさ
せ得る。その結果、異なるサブフレームにわたる信号の非コヒーレント結合（non-cohere
nt combining）の場合と同様にＣＲＳカバレージホールが最小限に抑えられ得、カバレー
ジホールの確率が著しく低減され得る。
【００４７】
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　[0061]ＵＥ１１５－ｃについて、コヒーレント結合が、あるサブフレームで可能にされ
得、ＣＲＳコヒーレントコンバイナモジュール５０５を利用して実装され得る。たとえば
、２つの異なるＯＦＤＭシンボル上の物理リソースブロック（ＰＲＢ：physical resourc
e block）ごとの４つのＣＲＳトーンが利用され得る。同じサブフレームに属する２つの
ＯＦＤＭシンボル間で位相連続性が維持され得る。しかしながら、１つのサブフレーム上
のＣＲＳは、場合によっては、後続のサブフレーム上のＣＲＳのための基準として（as a
 reference for CRS）使用されないことがある。
【００４８】
　[0062]ＵＥ１１５－ｃは、たとえば、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲ
Ｓ送信との間で、位相連続性が使用されると仮定され得ないことを決定するために、ＣＲ
Ｓ位相状態決定モジュール５１０を介してＣＲＳ処理モジュール３６０－ａを利用し得る
。これは、位相不連続性が使用されると決定することを伴い得る。ＣＲＳ位相ステートメ
ント決定モジュール５１０を介したＣＲＳ処理モジュール３６０－ａ、および／または受
信機モジュール３５５は、位相連続性を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣ
ＲＳ送信とを受信し得る。場合によっては、これは、位相不連続性を使用する複数の共通
基準信号を伴い得る。
【００４９】
　[0063]場合によっては、基地局１０５－ｃは、ＵＥ１１５－ｃなどのＵＥが異なるサブ
フレームにわたるＣＲＳトーン上の信号をコヒーレントに結合し得るかどうかを、そのＵ
Ｅに示し得る。いくつかの構成は、標準によって規定され得る静的指示を利用し得る。た
とえば、標準的な構成は、基地局１０５－ｃおよび／またはＵＥ１１５－ｃの両方に対し
て、サブフレーム間の位相不連続性が利用されない、連続ＣＲＳ位相が概して利用され得
る、と仮定することであり得る。次いで、連続ＣＲＳ位相モードからＣＲＳ位相不連続性
モードへの、またはその逆の変化を示すためのシグナリングが利用され得る。他の構成は
、ＵＥへの半静的指示を利用し得る。たとえば、ＲＲＣシグナリングは、ユニキャストさ
れ得る専用シグナリングのために利用され、および／または複数のＳＩＢのうちの１つ中
でブロードキャストし得るシステム情報を通して利用され得る。システム情報変化プロシ
ージャは、たとえば、位相情報が変化したときに呼び出され得る。この情報は頻繁に変化
しないことが予想され得るが、たとえば、異なるセルタイプ、および／またはニューキャ
リアタイプ（ＮＣＴ）を検出し測定し得るレガシーＵＥへの潜在的影響にアクセスするた
めの何らかの最適化が利用され得る。本明細書で使用する「レガシーＵＥ」は、ＮＣＴに
先行する（pre-date NCT）キャリアタイプおよび／またはシングルキャリアを採用するシ
ステム上での動作のために構成または最適化されたＵＥを指すことがある。たとえば、レ
ガシーＵＥは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　Ｒｅｌ．１２に先行するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネット
ワーク上での使用のために構成されたＵＥであり得る。いくつかの実装形態では、たとえ
ば、ネットワーク上で登録されたレガシーＵＥがある場合、ＣＲＳ位相不連続性は使用さ
れないが、ネットワーク上で登録されたレガシーＵＥがない場合、ＣＲＳ位相不連続性が
使用され得、基地局１０５－ｃによってＣＲＳ位相不連続性の指示がＵＥにシグナリング
され得る。
【００５０】
　[0064]いくつかの構成は、ＣＲＳ位相連続性の変化を示すために基地局１０５－ｃのＣ
ＲＳ位相状態インジケータモジュール４１０を利用することを含む。たとえば、ＣＲＳ位
相状態インジケータモジュールは、それが、異なるサブフレーム上の複数のＣＲＳ送信間
の位相不連続性を利用することからコヒーレント位相に変化している、ことを示し得る。
場合によっては、ＣＲＳ位相状態インジケータモジュールは、位相連続性が仮定され得る
ことを示し得る。インジケータはＵＥ１１５－ｃのＣＲＳ位相状態決定モジュール５１０
によって受信され得、したがって、ＣＲＳ位相状態決定モジュール５１０は変化を決定し
得、次いで場合によっては、ＣＲＳ信号をコヒーレント結合することを開始し得る。
【００５１】
　[0065]適切なＵＥ測定を保証するために、シグナリングがＣＲＳ位相連続性の変化を示
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すときはいつでも、基地局１１５－ｃは位相連続性を維持し得る。たとえば、ｔ＿０にお
いて、ＣＲＳ位相が連続でないことがあり、この場合、ＵＥは、サブフレームにわたって
ＣＲＳ信号をコヒーレントに結合しないことがある。ｔ＿１において、基地局１１５－ｃ
が連続ＣＲＳ位相に切り替わり得、場合によっては、基地局１１５－ｃは、この変化を容
易にするためにＣＲＳ位相不連続性モジュール４０５を利用し得る。ｔ＿２において、基
地局１０５－ｃは、連続ＣＲＳ位相へのＣＲＳ位相の変化を示し得、基地局１０５－ｃは
、このプロセスを容易にするためにＣＲＳ位相状態インジケータモジュール４１０を利用
し得る。ｔ＿３において、ＵＥ１１５－ｃなどのＵＥは、変化を示しＣＲＳ信号のコヒー
レント結合から開始するシグナリングを処理し得、ＵＥ１１５－ｃは、このプロセスを容
易にするためにＣＲＳ位相状態決定モジュール５１０および／またはＣＲＳコヒーレント
コンバインモジュール５０５を利用し得る。
【００５２】
　[0066]基地局１０５－ｃはまた、ＣＲＳ位相不連続性モジュール４０５および／または
ＣＲＳ位相状態インジケータモジュール４１０を利用して不連続ＣＲＳ位相（a disconti
nuous CRS phase）を利用するために変化を示し得る。たとえば、ｔ＿０において、基地
局１０５－ｃは、連続であるＣＲＳ位相を利用し得る。これらの場合、ＵＥ１１５－ｃな
どのＵＥは、ＣＲＳコヒーレントコンバイナモジュール５０５を介して、サブフレームに
わたってＣＲＳ信号をコヒーレントに結合し得る。ｔ＿１において、基地局１０５－ｃは
、ＣＲＳ位相状態インジケータモジュール４１０を介して、それが連続ＣＲＳ位相を利用
することから不連続ＣＲＳ位相を利用することに変化しようとしていることを示し得る。
ｔ＿２において、ＵＥ１１５－ｃなどのＵＥは、ＣＲＳ位相状態決定モジュール５１０を
介して、変化を示すシグナリングを処理し得、ＣＲＳ信号のコヒーレント結合で停止し得
る。ｔ＿３において、基地局１０５－ｃは、ＣＲＳ位相不連続性モジュール４０５を使用
して不連続ＣＲＳ位相を利用することに切り替わり得る。場合によっては、基地局１０５
－ｃは、それがＵＥにＣＲＳ位相変化を示すインジケータを送信する前に、不連続ＣＲＳ
位相を利用することに切り替わり得る。
【００５３】
　[0067]概していくつかの構成では、基地局１０５－ｃは、ＣＲＳ位相状態インジケータ
モジュールおよび／または送信機モジュール３１５を介して、位相連続性が仮定され得な
いことを示すインジケータを（ＵＥ１１５－ｃなどの）１つまたは複数のＵＥに送信し得
る。これは、決定された位相不連続性が使用されるべきであるというインジケータを送信
することを伴い得る。インジケータは、位相連続性なしでまたは位相不連続性を使用して
第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが送信される前に、１つまたは複数のＵＥに送信
され得る。
【００５４】
　[0068]場合によっては、基地局１０５－ｃは、ＣＲＳ位相状態インジケータモジュール
４１０を利用して第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信との間で連続ＣＲＳ位相が使用さ
れるべきであると決定し得る。第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とは、連続ＣＲＳ位
相を使用して送信され得る。位相連続性が仮定され得ること、または決定された位相不連
続性の使用が中止されるべきであることを示すインジケータが、ＣＲＳ位相状態インジケ
ータモジュール４１０を利用して１つまたは複数のＵＥに送信され得る。いくつかの構成
は、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得ることを示すイ
ンジケータをＣＲＳ位相状態インジケータモジュール４１０を介して１つまたは複数のＵ
Ｅに送信することを含む。
【００５５】
　[0069]ＵＥ側では、ＵＥ１１５－ｃなどのＵＥは、基地局１０５－ｃなどの基地局から
受信機３５５を介して共通基準信号を受信するように構成され得る。概してＣＲＳ位相状
態決定モジュール３１０を利用して、ＵＥ１１５－ｃは、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）
送信と第２のＣＲＳ送信との間で、位相連続性が仮定され得ないと、または位相不連続性
が使用されると決定し得る。ＵＥ１１５－ｃは、受信機モジュール３５５および／または
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ＣＲＳ位相状態決定モジュール５１０を利用して位相連続性を維持することなしに第１の
ＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とを受信し得る。これは位相不連続性の使用を伴い得る。
【００５６】
　[0070]場合によっては、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信との間で、位相連続性が
仮定され得ないと、または位相不連続性が使用されると決定することは、位相連続性が仮
定され得ないこと、または位相不連続性が使用されるようになることを示すインジケータ
をＣＲＳ位相状態決定モジュール５１０において受信することを含み得る。場合によって
は、連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とが受信され得る。
位相連続性が仮定され得ること、または決定された位相不連続性が中断されたことを示す
インジケータがＣＲＳ位相状態決定モジュール５１０において受信され得る。場合によっ
ては、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得るというイン
ジケータが、ＣＲＳ位相状態決定モジュール５１０によって受信され、利用され得る。
【００５７】
　[0071]場合によっては、基地局１０５－ｃによって利用される位相不連続性は第１のフ
レームと第２のフレームとの間に生じ得る。たとえば、ＮＣＴ上のＣＲＳが５ｍｓごとに
送信され得、ＣＲＳのための現在の擬似ランダムシーケンスが概して１０ｍｓの周期性を
有する場合、１０ｍｓ（１フレーム）持続時間など、各フレーム内でＣＲＳ位相連続性を
維持することが可能であり得る。追加または代替として、１つまたは複数のフレーム境界
において位相不連続性を有することが、可能であり得る。フレーム間で位相不連続性が発
生する場合、ＵＥ１１５などのＵＥは、１つのフレーム中で複数のＣＲＳ送信（たとえば
、２つのＣＲＳ送信）を依然としてコヒーレントに結合し得る。他の場合には、位相不連
続性は所与のフレームの複数のサブフレーム間で生じ得る。たとえば、第１のＣＲＳ送信
と第２のＣＲＳ送信とが第１のフレーム内で生じ得る。
【００５８】
　[0072]いくつかの構成では、基地局１０５－ｃは、ＣＲＳ位相不連続性モジュール４０
５を介して、位相ランプアップまたはサイクル遅延ダイバーシティ（ＣＤＤ）プロセスを
使用してＣＲＳ位相不連続性を導入し得る。たとえば、時間とともに緩やかにチャネルを
混乱させるために、時間において変動する循環的遅延（variable cyclical delay in tim
e）と、アンテナにわたるＣＤＤとがあり得る。ＣＤＤは周波数におけるものでもあり得
る。このようにして、ＣＣＤは、時間においてまたは周波数においてＣＲＳ位相を変化さ
せて位相不連続性を導入し得る。
【００５９】
　[0073]いくつかの構成では、基地局１０５－ｃおよび／またはＵＥ１１５－ｃは、それ
らが不連続ＣＲＳ位相を利用するか連続ＣＲＳ位相を利用するかにかかわらず、ＣＲＳ送
信を送信および／または受信することに関してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を利用し
得る。
【００６０】
　[0074]次に図６および図７を参照すると、図６は、様々な構成による基地局１０５－ｄ
を示すブロック図６００を示し、図７は、様々な構成によるＵＥ１１５－ｄのブロック図
７００を示している。ＵＥ１１５－ｄは、図１、図２、図３、および／または図８に示さ
れたＵＥ１１５の一例であり得る。基地局１０５－ｄは、図１、図２、図３および／また
は図８に示された基地局の一例であり得る。基地局１０５－ｄは、受信機モジュール３０
５、共通基準信号（ＣＲＳ）管理モジュール３１０－ｂ、および／または送信機モジュー
ル３１５を含み得る。ＣＲＳ管理モジュール３１０－ｂは、ＣＲＳシーケンス周期性モジ
ュール６０５および／またはＣＲＳ構成モジュール６１０を含み得る。ＣＲＳ管理モジュ
ール３１０－ｂは図３および／または図８のＣＲＳ管理モジュール３１０の一例であり得
る。基地局１０５－ｄの構成要素の各々は互いに通信中であり得、場合によっては、これ
らの構成要素は１つまたは複数のモジュールに組み込まれ得る。ＵＥ１１５－ｄは、受信
機モジュール３５５と、共通基準信号（ＣＲＳ）処理モジュール３６０－ｂと、送信機モ
ジュール３６５とを含み得る。ＣＲＳ処理モジュール３６０－ｂは、ＣＲＳシーケンス境
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界モジュール（a CRS sequence boundary module）７０５および／またはＣＲＳ構成決定
モジュール７１０を含み得る。ＣＲＳ処理モジュール３６０－ｂは図３および／または図
８のＣＲＳ管理モジュール３６０の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｄの構成要素の各々は
互いに通信中であり得、これらの構成要素は１つまたは複数のモジュールに組み込まれ得
る。
【００６１】
　[0075]ＵＥ１１５－ｄまたは基地局１０５－ｄのこれらの構成要素は、ハードウェア中
の適用可能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて個別にまたは集合的に実装され得る。代替的に、機
能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集
積回路上で実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプ
ログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカス
タムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、１つまたは複数の汎用または特定
用途向けプロセッサによって実行されるためにフォーマットされた、メモリ中に組み込ま
れた命令を用いて個別にまたは集合的に実装され得る。
【００６２】
　[0076]いくつかの構成では、ＵＥ１１５－ｄの受信機モジュール３３５は、セルラー受
信機を含み得、送信機モジュール３１５から送信された基地局１０５－ｄなどの基地局か
らの送信を受信し得る。基地局１０５－ｄの共通基準信号（ＣＲＳ）管理モジュール３１
０－ｂは、送信機モジュール３１５を介して送信され得るＣＲＳ送信を管理し得る。ＵＥ
１１５－ｄのＣＲＳ処理モジュール３６０－ｂは、受信機モジュール３５５を介して受信
され得るＣＲＳ送信を処理し得る。
【００６３】
　[0077]いくつかの構成では、基地局１０５－ｄのＣＲＳ管理モジュール３１０－ｂおよ
び／またはＵＥ１１５－ｄのＣＲＳ処理モジュール３６０－ｂがＣＲＳシーケンス初期化
に関して利用され得る。たとえば、ＣＲＳ管理モジュール３１０－ｂおよび／またはＣＲ
Ｓ処理モジュール３６０－ｂは、識別された基準信号シーケンス周期に関して、拡張され
た共通基準信号シーケンス周期を決定し得る。ＣＲＳ管理モジュール３１０－ｂおよび／
またはＣＲＳ処理モジュール３６０－ｂは、拡張された共通基準信号シーケンス周期を様
々な方法で利用し得る。基地局１０５－ｄおよび／またはＵＥ１１５－ｄが利用するワイ
ヤレス通信システムは、ＣＲＳシーケンス初期化に関してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ
）を使用し得る。
【００６４】
　[0078]たとえば、ＣＲＳシーケンス初期化は、場合によっては、１０ｍｓの周期性など
で、特定の周期性で行われ得、たとえば、シーケンスの同じセットが１０ｍｓごとに繰り
返し得る。ＮＣＴでは、ＣＲＳは、概して、５ｍｓの周期性を有し、その結果、（ＣＲＳ
が１ｍｓの周期性を有し得る場合のように１０個の可能なシーケンスではなく）セルによ
って送信される２つの可能なＣＲＳシーケンスのみがあり得る。したがって、セルにわた
る十分なシーケンスランダム化がないことがあり得る。したがって、測定が影響を受け得
る（たとえば、不良なシーケンス相関をもつ２つまたは複数のセルの影響が、測定性能に
影響を及ぼし得る）。
【００６５】
　[0079]ＣＲＳシーケンス周期性モジュール６０５を介したＣＲＳ管理モジュール３１０
－ｂ、および／またはＣＲＳシーケンス境界モジュール７０５を介したＣＲＳ処理モジュ
ール３６０－ｂを利用して提供されるツールおよび技法は、ＣＲＳシーケンス周期性を拡
張することを通してこれらの問題に対処し得る。たとえば、ＮＣＴに関して、ＮＣＴにお
けるセルごとの可能なシーケンスの数は２よりも大きくなり得る（たとえば、４０ｍｓ（
したがって８つの可能なシーケンス）または５０ｍｓ（したがって１０個の可能なシーケ
ンス））。
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【００６６】
　[0080]近隣セルを測定するために、ＵＥ１１５－ｄは、たとえば、ＣＲＳシーケンス境
界モジュール７０５を利用して、（サブ）フレーム中で使用される対応するＣＲＳシーケ
ンスを決定し得る。いくつかの一般的な場合では、近隣セルを測定するために、ＵＥ１１
５－ｄなどのＵＥは、１次同期信号（ＰＳＳ）および／または２次同期信号（ＳＳＳ）を
検出して、それから、たとえば、セルのための１０ｍｓ境界と、対応するＣＲＳシーケン
スとを導出し得る。拡張されたＣＲＳシーケンス初期化を用いて、ＵＥ１１５－ｄは、（
たとえば、４０ｍｓを使用して）ＰＳＳおよび／またはＳＳＳを検出し、それに物理ブロ
ードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）検出が続いて４０ｍｓ周期の開始を決定し、次いで、
ＣＲＳシーケンス境界モジュール７０５を利用して測定のためのＣＲＳシーケンスを導出
し得る。場合によっては、ＵＥ１１５－ｄは、ＰＳＳおよび／またはＳＳＳを検出し得、
測定のための４つの可能なＣＲＳシーケンスを使用する。
【００６７】
　[0081]したがって、いくつかの構成では、ＵＥ１１５－ｄは、特にＣＲＳ処理モジュー
ル３６０－ｂおよび／またはＣＲＳシーケンス境界モジュール７０５を介して、拡張され
た共通基準信号シーケンス周期に関して、拡張されたＣＲＳシーケンス境界をＵＥ１１５
－ｄにおいて決定し得る。拡張された共通基準信号シーケンス周期に関して、拡張された
ＣＲＳシーケンス境界をＵＥ１１５－ｄにおいて決定することは、拡張されたＣＲＳシー
ケンス境界を決定するために、１次同期信号（ＰＳＳ）と２次同期信号（ＳＳＳ）と物理
ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）とを検出することを含み得る。拡張されたＣＲＳ
シーケンス境界を決定した後に、測定のための１つまたは複数のＣＲＳシーケンスが導出
され得る。拡張された共通基準信号シーケンス周期に関してＣＲＳシーケンス境界をＵＥ
１１５－ｄにおいて決定することは、１次同期信号（ＰＳＳ）もしくは２次同期信号（Ｓ
ＳＳ）を検出すること、および／または測定のための複数のＣＲＳシーケンス仮定（mult
iple CRS sequence hypotheses）を利用することを含み得る。
【００６８】
　[0082]場合によっては、基地局１０５－ｄは、特にＣＲＳ管理モジュール３１０－ｂお
よび／またはＣＲＳシーケンス周期性モジュール６０５を介して、１つまたは複数のＵＥ
（たとえば、ＵＥ１１５－ｄ）が、拡張されたＣＲＳシーケンス境界を決定することを容
易にするために、１次同期信号（ＰＳＳ）と２次同期信号（ＳＳＳ）と物理ブロードキャ
ストチャネル（ＰＢＣＨ）とを送信し得る。
【００６９】
　[0083]いくつかの構成では、ＣＲＳシーケンス初期化は、ＣＲＳ構成モジュール６１０
、ＣＲＳ管理モジュール３１０－ｂ、および／または送信機モジュール３１５を利用して
、基地局１０５－ｄがＣＲＳ構成を決定することおよび／または１つまたは複数のＵＥ（
たとえば、ＵＥ１１５－ｄ）にＣＲＳ構成を送信することを伴い得る。ＣＲＳ構成はシス
テム帯域幅に依存し得る。いくつかの構成では、ＵＥ１１５－ｄは、ＣＲＳ構成決定モジ
ュール７１０、ＣＲＳ処理モジュール３６０－ｂ、および／または受信機モジュール３５
５を利用してＣＲＳ構成を受信および／または決定するように構成され得る。
【００７０】
　[0084]たとえば、いくつかの構成は、システム帯域幅に応じてＣＲＳ時間および／また
は周波数マッピングを導入し得る。場合によっては、基地局１０５－ｄは、この情報を、
拡張物理ブロードキャストチャネル（ｅＰＢＣＨ）などの物理ブロードキャストチャネル
を通して示し得る。たとえば、小さいシステム帯域幅はより多数のＣＲＳサブフレームを
有し得、より大きいシステム帯域幅はより少数のＣＲＳサブフレームを有し得、ＣＲＳ自
体は全体的なまたは部分的な帯域幅にわたり得る。場合によっては、追加の依存性はフレ
ーム構造（ＦＳ：Frame Structure）ＦＳ１およびＦＳ２、および／またはダウンリンク
／アップリンク構成であり得る。たとえば、ＦＳ２では、いくつかの構成は２つのＤＬサ
ブフレームを有し得る。ＦＳ１では、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネット
ワーク（Multicast-Broadcast Single Frequency Network）（ＭＢＳＦＮ）は、（たとえ
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ば、スタンドアロンＮＣＴについて）ＭＢＳＦＮがどのように定義されるかに応じて、別
のファクタであり得る。
【００７１】
　[0085]図８は、ｅＮＢ１０５－ｅとＵＥ１１５－ｅとを含むＭＩＭＯ通信システム８０
０のブロック図である。このシステム８００は図１のシステム１００の態様を示し得る。
ｅＮＢ１０５－ｅは、図１、図２、図３、図４、および／または図６のｅＮＢ１０５の一
例であり得る。ＵＥ１１５－ｅは、図１、図２、図３、図５、および／または図７のＵＥ
１１５の一例であり得る。ｅＮＢ１０５－ｅはアンテナ８３４－ａ～８３４－ｘを装備し
得、ＵＥ１１５－ｅはアンテナ８５２－ａ～８５２－ｎを装備し得る。システム８００に
おいて、ｅＮＢ１０５－ｅは、同時に複数の通信リンク上でデータを送ることが可能であ
り得る。各通信リンクは「レイヤ」と呼ばれることがあり、通信リンクの「ランク」は、
通信のために使用されるレイヤの数を示し得る。たとえば、ｅＮＢ１０５－ｅが２つの「
レイヤ」を送信する２×２ＭＩＭＯシステムでは、ｅＮＢ１０５－ｅとＵＥ１１５－ｅと
の間の通信リンクのランクは２である。
【００７２】
　[0086]ｅＮＢ１０５－ｅにおいて、送信プロセッサ８２０がデータソースからデータを
受信し得る。送信プロセッサ８２０はデータを処理し得る。送信プロセッサ８２０はまた
、基準シンボルとセル固有基準信号とを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩＭＯプロセッサ８
３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボル
に対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力シンボルストリーム
を送信変調器８３２－ａ～８３２－ｘに与え得る。各変調器８３２は、（たとえば、ＯＦ
ＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理して、出力サンプルストリ
ームを取得し得る。各変調器８３２はさらに、出力サンプルストリームを処理（たとえば
、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ダウンリン
ク信号を取得し得る。一例では、変調器８３２－ａ～８３２－ｘからのダウンリンク信号
は、それぞれアンテナ８３４－ａ～８３４－ｘを介して送信され得る。受信プロセッサ８
３８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）
して、ＵＥ１１５－ｅについて復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御情
報をプロセッサ８４０、またはメモリ８４２に与え得る。プロセッサ８４０は送信プロセ
ッサ８２０および／または送信ＭＩＭＯプロセッサ８３０と通信もし得る。いくつかの実
施形態では、メモリ８４２に結合されたプロセッサ８４０は、本明細書で説明されるシス
テムおよび方法を実装するために共通基準信号管理モジュール３１０－ｃを含み得る。共
通基準信号管理モジュール３１０－ｃは、図３、図４、および／または図６のモジュール
３１０の例であり得る。
【００７３】
　[0087]ＵＥ１１５－ｅにおいて、ＵＥアンテナ８５２－ａ～８５２－ｎは、ｅＮＢ１０
５－ｅからダウンリンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器８５４－ａ～８５４
－ｎに与え得る。各復調器８５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処
理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し得る。各
復調器８５４は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルをさらに処理して、
受信シンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器８５６は、すべての復調器８５４－ａ～８５
４－ｎから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出
を実行し、検出されたシンボルを与え得る。受信プロセッサ８５８は、検出されたシンボ
ルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）して、ＵＥ１１５－ｅにつ
いて復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御情報をプロセッサ８８０、ま
たはメモリ８８２に与え得る。いくつかの実施形態では、プロセッサ８８０は、本明細書
で説明されるシステムおよび方法を実装するために共通基準信号処理モジュール３６０－
ｃを含み得る。共通基準信号処理モジュール３６０－ｃは、図３、図５、および／または
図７のモジュール３６０の例であり得る。
【００７４】
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　[0088]アップリンク上で、ＵＥ１１５－ｅにおいて、送信プロセッサ８６４が、データ
ソースからデータを受信し、処理し得る。送信プロセッサ８６４はまた、基準信号のため
の基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ８６４からのシンボルは、適用可能な場合
は送信ＭＩＭＯプロセッサ８６６によってプリコーディングされ、復調器８５４－ａ～８
５４－ｎによって（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのために）さらに処理され、ｅＮＢ１
０５－ｅから受信された送信パラメータに従ってｅＮＢ１０５－ｅに送信され得る。ｅＮ
Ｂ１０５－ｅにおいて、ＵＥ１１５－ｅからのアップリンク信号は、アンテナ８３４によ
って受信され、復調器８３２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器８３６
によって検出され、受信プロセッサによってさらに処理され得る。受信プロセッサ８３８
は、復号されたデータをデータ出力とプロセッサ８４０とに与え得る。ＵＥ１１５－ｅの
構成要素は、ハードウェア中の適用可能な機能の一部または全部を実行するように適応さ
れた１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて個別にまたは集合的に
実装され得る。言及したモジュールの各々は、システム８００の動作に関係する１つまた
は複数の機能を実行するための手段であり得る。
【００７５】
　[0089]同様に、ｅＮＢ１０５－ｅの構成要素は、ハードウェア中の適用可能な機能の一
部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）を用いて個別にまたは集合的に実装され得る。言及した構成要素の各々は、システ
ム８００の動作に関係する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。
【００７６】
　[0090]図９Ａは、ワイヤレス通信のための方法９００－ａの一実施形態を示すフローチ
ャートである。明確にするために、方法９００－ａについて、図１、図２、図３、図４、
および／または図８の基地局１０５に関して以下で説明する。一実装形態では、図３、図
４、および／または図８の共通基準信号管理モジュール３１０は、以下で説明する機能を
実施するために基地局１０５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセッ
トを実行し得る。
【００７７】
　[0091]ブロック９０５において、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送
信との間で使用する位相不連続性が決定され得る。ブロック９１０において、位相連続性
を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが送信され得る。場合によ
っては、これは、位相不連続性を使用して複数の共通基準信号を送信することを含み得る
。
【００７８】
　[0092]方法９００－ａはまた、決定された位相不連続性が使用されるべきであるときな
ど、その位相連続性が仮定され得ないことを示すインジケータを１つまたは複数のユーザ
機器（ＵＥ）に送信することを含み得る。最初のインジケータは、位相連続性を維持する
ことなしの第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信との前に、１つまたは複数のＵＥに送信
され得る。場合によっては、これは、位相不連続性を使用して複数の共通基準信号を送信
することを含み得る。
【００７９】
　[0093]場合によっては、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信との間で連続ＣＲＳ位相
が使用されるべきであることが決定され得る。第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とは
、連続ＣＲＳ位相を使用して送信され得る。位相連続性が仮定され得ることを示すインジ
ケータが１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に送信され得る。場合によっては、インジ
ケータは、決定された位相不連続性が中断されるべきことを示し得る。
【００８０】
　[0094]方法９００－ａのいくつかの実施形態は、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信
とがコヒーレントに結合され得ることを示すインジケータを１つまたは複数のユーザ機器
（ＵＥ）に送信することを含む。
【００８１】



(21) JP 6158351 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

　[0095]方法９００－ａでは、位相不連続性は、場合によっては第１のフレームと第２の
フレームとの間で生じ得る。場合によっては、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが
第１のフレーム内で生じ得る。位相不連続性は、位相ランプアップを使用して導入され得
る。場合によっては、位相不連続性は、時間においてまたは周波数においてＣＲＳ位相を
変化させ得るサイクル遅延ダイバーシティ（ＣＤＤ）プロセスを使用して導入され得る。
【００８２】
　[0096]方法９００－ａのために利用されるワイヤレス通信システムは、第１のＣＲＳ送
信と第２のＣＲＳ送信とのためにニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用し得る。
【００８３】
　[0097]したがって、方法９００－ａは、ワイヤレス通信システムにおいて共通基準信号
を送信することを提供し得る。方法９００－ａは一実装形態にすぎないこと、および方法
９００－ａの動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合に
よっては変更され得ることに留意されたい。
【００８４】
　[0098]図９Ｂは、ワイヤレス通信のための方法９００－ｂの一実施形態を示すフローチ
ャートである。明確にするために、方法９００－ｂについて、図１、図２、図３、図４、
および／または図８の基地局１０５に関して以下で説明する。一実装形態では、図３、図
４、および／または図８の共通基準信号管理モジュール３１０は、以下で説明される機能
を実施するために基地局１０５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセ
ットを実行し得る。方法９００－ｂは、図９Ａの方法９００－ａの一例であり得る。
【００８５】
　[0099]ブロック９０５－ａにおいて、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲ
Ｓ送信との間で使用する位相不連続性が決定され得る。ブロック９１０－ａにおいて、位
相連続性を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが送信され得る。
ブロック９１５において、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信との間で連続ＣＲＳ位相
が使用されるべきであることが決定され得る。ブロック９２０において、連続ＣＲＳ位相
を使用して、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とが送信され得る。ブロック９２５に
おいて、位相連続性が仮定され得ることを示すインジケータが１つまたは複数のユーザ機
器（ＵＥ）に送信され得る。
【００８６】
　[00100]図１０Ａは、ワイヤレス通信のための方法１０００－ａの一実施形態を示すフ
ローチャートである。明確にするために、方法１０００－ａについて、図１、図２、図３
、図５、および／または図８のＵＥ１１５に関して以下で説明する。一実装形態では、図
３、図５、および／または図８の共通基準信号処理モジュール３６０は、以下で説明され
る機能を実施するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数
のセットを実行し得る。
【００８７】
　[00101]ブロック１００５において、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲ
Ｓ送信との間で位相連続性が仮定され得ないと決定され得る。追加または代替として、位
相不連続性が使用されると決定され得る。ブロック１０１０において、位相連続性を維持
することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが受信され得る。場合によっては
、これは位相不連続性の使用を伴い得る。
【００８８】
　[00102]第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が仮定され得ないと
決定することは、位相連続性が仮定され得ないことを示すインジケータを受信することを
含み得る。これは、位相不連続性が使用されるべきであることを示すインジケータを受信
することを伴い得る。場合によっては、連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第
４のＣＲＳ送信とが受信され得る。位相連続性が仮定され得ること、または決定された位
相不連続性が中断されたことを示すインジケータが受信され得る。方法１０００－ａはま
た、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得るというインジ
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ケータを受信することを含み得る。
【００８９】
　[00103]方法１０００－ａでは、位相不連続性は第１のフレームと第２のフレームとの
間で生じ得る。場合によっては、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが第１のフレー
ム内で生じ得る。
【００９０】
　[00104]方法１０００－ａのためのワイヤレス通信システムは、第１のＣＲＳ送信と第
２のＣＲＳ送信とに関してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用し得る。
【００９１】
　[00105]したがって、方法１０００－ａは、ワイヤレス通信システムにおいて共通基準
信号を受信することを提供し得る。方法１０００－ａは一実装形態にすぎないこと、およ
び方法１０００－ａの動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまた
は場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【００９２】
　[00106]図１０Ｂは、ワイヤレス通信のための方法１０００－ｂの一実施形態を示すフ
ローチャートである。明確にするために、方法１０００－ｂについて、図１、図２、図３
、図５、および／または図８のＵＥ１１５に関して以下で説明する。一実装形態では、図
３、図５、および／または図８の共通基準信号処理モジュール３６０は、以下で説明する
機能を実施するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数の
セットを実行し得る。方法１０００－ｂは、図１０Ａの方法１０００－ａの一例であり得
る。
【００９３】
　[00107]ブロック１０１５において、位相連続性が仮定され得ないことを示すインジケ
ータが受信され得る。これは、位相不連続性が使用されるべきであることを示すインジケ
ータを受信することを伴い得る。ブロック１００５－ａにおいて、第１の共通基準信号（
ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が使用されると仮定され得ないこと
が決定され得、これは、受信されたインジケータを利用することを伴い得る。詳細には、
位相不連続性が使用され得る。ブロック１０１０－ａにおいて、位相連続性を維持するこ
となしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが受信され得る。場合によっては、これ
は位相不連続性の使用を伴い得る。ブロック１０２０において、連続ＣＲＳ位相を使用す
る第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とが受信され得る。ブロック１０２５において、
位相連続性が仮定され得ること、または決定された位相不連続性が中断されたことを示す
インジケータが受信され得る。
【００９４】
　[00108]図１１Ａは、ワイヤレス通信のための方法１１００－ａの一実施形態を示すフ
ローチャートである。明確にするために、方法１１００－ａについて、図１、図２、図３
、図７、および／または図８のＵＥ１１５あるいは図１、図２、図３、図６、および／ま
たは図８の基地局１０５に関して以下で説明する。一実装形態では、図３、図７、および
／または図８の共通基準信号処理モジュール３６０あるいは図３、図６、および／または
図８の共通基準信号管理モジュール３１０は、以下で説明する機能を実施するためにＵＥ
１１５および／または基地局１０５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数
のセットを実行し得る。
【００９５】
　[00109]ブロック１１０５において、識別された基準信号シーケンス周期に関して、拡
張された共通基準信号シーケンス周期が決定され得る。ブロック１１１０において、拡張
された共通基準信号シーケンス周期が利用され得る。方法１１００－ａのワイヤレス通信
システムは、ＣＲＳシーケンス初期化に関してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用し
得る。
【００９６】
　[00110]方法１１００－ａは、拡張された共通基準信号シーケンス周期に関して、拡張
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されたＣＲＳシーケンス境界をユーザ機器（ＵＥ）において決定することを含み得る。拡
張された共通基準信号シーケンス周期に関して、拡張されたＣＲＳシーケンス境界をＵＥ
において決定することは、拡張されたＣＲＳシーケンス境界を決定するために、１次同期
信号（ＰＳＳ）と２次同期信号（ＳＳＳ）と物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）
とを検出することを含み得る。拡張されたＣＲＳシーケンス境界を決定した後に、測定の
ための１つまたは複数のＣＲＳシーケンスが導出され得る。
【００９７】
　[00111]拡張された共通基準信号シーケンス周期に関してＣＲＳシーケンス境界をＵＥ
において決定することは、１次同期信号（ＰＳＳ）もしくは２次同期信号（ＳＳＳ）を検
出すること、および／または測定のための複数のＣＲＳシーケンス仮定を利用することを
含み得る。
【００９８】
　[00112]いくつかの実施形態では、方法１１００－ａは、ＵＥにおいてＣＲＳ構成を受
信することを含み得る。ＣＲＳ構成はシステム帯域幅に依存し得る。
【００９９】
　[00113]基地局を利用して実装される方法１１００－ａのいくつかの実施形態は、１つ
または複数のＵＥが、拡張されたＣＲＳシーケンス境界を決定することを容易にするため
に、１次同期信号（ＰＳＳ）と２次同期信号（ＳＳＳ）と物理ブロードキャストチャネル
（ＰＢＣＨ）とを送信することを含み得る。場合によっては、ＣＲＳ構成が１つまたは複
数のＵＥに送信され得る。ＣＲＳ構成はシステム帯域幅に依存し得る。
【０１００】
　[00114]したがって、方法１１００－ａは、ワイヤレス通信システムにおいて共通基準
信号を送信および／または受信することを提供し得る。方法１１００－ａは一実装形態に
すぎないこと、および方法１１００－ａの動作は、他の実装形態が可能であるように、並
べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１０１】
　[00115]図１１Ｂは、ワイヤレス通信のための方法１１００－ｂの一実施形態を示すフ
ローチャートである。明確にするために、方法１１００－ｂについて、図１、図２、図３
、図７、および／または図８のＵＥ１１５に関して以下で説明する。一実装形態では、図
３、図７、および／または図８の共通基準信号処理モジュール３６０は、以下で説明され
る機能を実施するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数
のセットを実行し得る。方法１１００－ｂは、図１１Ａの方法１１００－ａの一例であり
得る。
【０１０２】
　[00116]ブロック１１０５－ａにおいて、識別された基準信号シーケンス周期に関して
、拡張された共通基準信号シーケンス周期が決定され得る。ブロック１１１０－ａにおい
て、拡張された共通基準信号シーケンス周期が利用され得る。ブロック１１１５において
、拡張された共通基準信号シーケンス周期に関して、拡張されたＣＲＳシーケンス境界が
決定され得る。ブロック１１２０において、拡張されたＣＲＳシーケンス境界を決定した
後に、測定のための１つまたは複数のＣＲＳシーケンスが導出され得る。
【０１０３】
　[00117]図１１Ｃは、ワイヤレス通信のための方法１１００－ｃの一実施形態を示すフ
ローチャートである。明確にするために、方法１１００－ｃについて、図１、図２、図３
、図６、および／または図８の基地局１０５に関して以下で説明する。一実装形態では、
図３、図６、および／または図８の共通基準信号管理モジュール３１０は、以下で説明さ
れる機能を実施するために基地局１０５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは
複数のセットを実行し得る。方法１１００－ｃは、図１１Ａの方法１１００－ａの一例で
あり得る。
【０１０４】
　[00118]ブロック１１０５－ｂにおいて、識別された基準信号シーケンス周期に関して
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、拡張された共通基準信号シーケンス周期が決定され得る。ブロック１１１０－ｂにおい
て、拡張された共通基準信号シーケンス周期が利用され得る。ブロック１１２５において
、１つまたは複数のＵＥにＣＲＳ構成が送信され得る。ＣＲＳ構成はシステム帯域幅に依
存し得る。
【０１０５】
　[00119]追加の実施形態では、ワイヤレス通信システムにおいて共通基準信号を送信す
るための方法が提供される。本方法は、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲ
Ｓ送信との間で使用する位相不連続性を決定すること、および／または位相連続性を維持
することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とを送信することを含み得る。
【０１０６】
　[00120]いくつかの構成は、位相連続性が仮定され得ないことを示すインジケータを１
つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に送信することを含む。インジケータは、位相連続性
を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが送信される前に、１つま
たは複数のＵＥに送信され得る。
【０１０７】
　[00121]場合によっては、本方法は、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信との間で使
用する連続ＣＲＳ位相を決定すること、連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第
４のＣＲＳ送信とを送信すること、および／または位相連続性が仮定され得ることを示す
インジケータを１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に送信することを含み得る。いくつ
かの状況では、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得るこ
とを示すインジケータが１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に送信され得る。
【０１０８】
　[00122]他の実施形態では、ワイヤレス通信システムにおける共通基準信号（ＣＲＳ）
シーケンス初期化のための方法が提供される。本方法は、識別された基準信号シーケンス
周期に関して、拡張された共通基準信号シーケンス周期を決定すること、および／または
拡張された共通基準信号シーケンス周期を利用することを含み得る。ワイヤレス通信シス
テムは、ＣＲＳシーケンス初期化に関してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用し得る
。
【０１０９】
　[00123]いくつかの構成は、拡張された共通基準信号シーケンス周期に関して、拡張さ
れたＣＲＳシーケンス境界をユーザ機器（ＵＥ）において決定することを含む。拡張され
た共通基準信号シーケンス周期に関して、拡張されたＣＲＳシーケンス境界をＵＥにおい
て決定することは、拡張されたＣＲＳシーケンス境界を決定するために、１次同期信号（
ＰＳＳ）と２次同期信号（ＳＳＳ）と物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）とを検
出することを含み得る。拡張されたＣＲＳシーケンス境界を決定した後に、測定のための
１つまたは複数のＣＲＳシーケンスが導出され得る。
【０１１０】
　[00124]いくつかの状況では、拡張された共通基準信号シーケンス周期に関してＣＲＳ
シーケンス境界をＵＥにおいて決定することは、１次同期信号（ＰＳＳ）もしくは２次同
期信号（ＳＳＳ）を検出すること、および／または測定のための複数のＣＲＳシーケンス
仮定を利用することを含み得る。いくつかの構成は、１つまたは複数のＵＥが、拡張され
たＣＲＳシーケンス境界を決定することを容易にするために、１次同期信号（ＰＳＳ）と
２次同期信号（ＳＳＳ）と物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）とを送信すること
を含む。
【０１１１】
　[00125]いくつかの構成は、ＵＥにおいてＣＲＳ構成を受信することを含む。ＣＲＳ構
成はシステム帯域幅に依存し得る。いくつかの構成は、１つまたは複数のＵＥにＣＲＳ構
成を送信することを含み、ここで、ＣＲＳ構成はシステム帯域幅に依存し得る。
【０１１２】
　[00126]いくつかの実施形態では、共通基準信号を送信するためのシステムが提供され
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る。本システムは、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で使用
する位相不連続性を決定するための手段、および／または位相連続性を維持することなし
に第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とを送信するための手段を含み得る。
【０１１３】
　[00127]本システムは、位相連続性が仮定され得ないことを示すインジケータを１つま
たは複数のユーザ機器（ＵＥ）に送信するための手段をさらに含み得る。インジケータは
、位相連続性を維持することなしに第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが送信される
前に、１つまたは複数のＵＥに送信され得る。場合によっては、本システムは、第３のＣ
ＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信との間で使用する連続ＣＲＳ位相を決定するための手段、連
続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを送信するための手段、
および／または位相連続性が仮定され得ることを示すインジケータを１つまたは複数のユ
ーザ機器（ＵＥ）に送信するための手段を含み得る。いくつかの構成では、本システムは
、第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得ることを示すイン
ジケータを１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に送信するための手段を含み得る。
【０１１４】
　[00128]本システムでは、位相不連続性は第１のフレームと第２のフレームとの間で生
じ得る。場合によっては、第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが第１のフレーム内で
生じ得る。位相不連続性は、位相ランプアップを使用して導入され得る。位相不連続性は
、時間においてまたは周波数においてＣＲＳ位相を変化させるサイクル遅延ダイバーシテ
ィ（ＣＤＤ）プロセスを使用して導入され得る。本システムは、第１のＣＲＳ送信と第２
のＣＲＳ送信とについてニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用し得る。
【０１１５】
　[00129]いくつかの実施形態では、共通基準信号（ＣＲＳ）シーケンス初期化のための
システムが提供される。本システムは、識別された基準信号シーケンス周期に関して、拡
張された共通基準信号シーケンス周期を決定するための手段、および／または拡張された
共通基準信号シーケンス周期を利用するための手段を含み得る。本システムは、ＣＲＳシ
ーケンス初期化に関してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用し得る。
【０１１６】
　[00130]本システムは、拡張された共通基準信号シーケンス周期に関して、拡張された
ＣＲＳシーケンス境界をユーザ機器（ＵＥ）において決定するための手段を含み得る。拡
張された共通基準信号シーケンス周期に関して、拡張されたＣＲＳシーケンス境界をＵＥ
において決定するための手段は、拡張されたＣＲＳシーケンス境界を決定するために、１
次同期信号（ＰＳＳ）と２次同期信号（ＳＳＳ）と物理ブロードキャストチャネル（ＰＢ
ＣＨ）とを検出するための手段を含み得る。本システムは、拡張されたＣＲＳシーケンス
境界を決定した後に、測定のための１つまたは複数のＣＲＳシーケンスを導出するための
手段をさらに含み得る。拡張された共通基準信号シーケンス周期に関して、ＣＲＳシーケ
ンス境界をＵＥにおいて決定するための手段は、１次同期信号（ＰＳＳ）もしくは２次同
期信号（ＳＳＳ）を検出するための手段、および／または測定のための複数のＣＲＳシー
ケンス仮定を利用するための手段を含み得る。いくつかの構成は、１つまたは複数のＵＥ
が、拡張されたＣＲＳシーケンス境界を決定することを容易にするために、１次同期信号
（ＰＳＳ）と２次同期信号（ＳＳＳ）と物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）とを
送信するための手段を含み得る。
【０１１７】
　[00131]いくつかの構成は、ＵＥにおいてＣＲＳ構成を受信するための手段を含み得る
。ＣＲＳ構成はシステム帯域幅に依存し得る。いくつかの構成は、１つまたは複数のＵＥ
にＣＲＳ構成を送信するための手段を含み、ここで、ＣＲＳ構成はシステム帯域幅に依存
し得る。
【０１１８】
　[00132]いくつかの実施形態では、非一時的コンピュータ可読媒体を含み得るワイヤレ
ス通信システムのためのコンピュータプログラム製品が提供され、非一時的コンピュータ
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可読媒体は、第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で使用する位
相不連続性を決定するためのコード、および／または位相連続性を維持することなしに第
１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とを送信するためのコードを含み得る。
【０１１９】
　[00133]いくつかの実施形態では、非一時的コンピュータ可読媒体を含み得るワイヤレ
ス通信システムのためのコンピュータプログラム製品が提供され、非一時的コンピュータ
可読媒体は、識別された基準信号シーケンス周期に関して、拡張された共通基準信号シー
ケンス周期を決定するためのコード、および／または拡張された共通基準信号シーケンス
周期を利用するためのコードを含み得る。
【０１２０】
　[00134]いくつかの実施形態では、プロセッサを含み得るワイヤレス通信デバイスが提
供され、プロセッサは、識別された基準信号シーケンス周期に関して、拡張された共通基
準信号シーケンス周期を決定すること、および／または拡張された共通基準信号シーケン
ス周期を利用することを行うように構成され得る。
【０１２１】
　[00135]いくつかの構成では、第１のフレームと第２のフレームとの間で位相不連続性
が生じ得る。第１のＣＲＳ送信と第２のＣＲＳ送信とが第１のフレーム内で生じ得る。位
相不連続性は、位相ランプアップを使用して導入され得る。位相不連続性は、時間におい
てまたは周波数においてＣＲＳ位相を変化させるサイクル遅延ダイバーシティ（ＣＤＤ）
プロセスを使用して導入され得る。本方法は、場合によっては、第１のＣＲＳ送信と第２
のＣＲＳ送信とについてニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用するワイヤレス通信シス
テムで実装され得る。
【０１２２】
　[00136]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について
説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すものでは
ない。詳細な説明は、説明した技法の理解を提供する目的で、具体的な詳細を含む。しか
しながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例
では、説明した実施形態の概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造およびデ
バイスがブロック図の形態で示される。
【０１２３】
　[00137]本明細書で説明した技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなど、様々なワイヤレス通信システムに使用され得る
。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。Ｃ
ＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ：Univ
ersal Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、
ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リ
リース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８
５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケット
データ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤ
ＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形形態を含む。ＴＤＭＡシステ
ムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mo
bile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラ
モバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤ
Ｍなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル
通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である
。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Long Term Evolution）およびＬＴ
Ｅアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新
しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、および
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ＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Par
tnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００および
ＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation
 Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明し
た技法は、上記のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用
され得る。ただし、上記の説明では、例としてＬＴＥシステムについて説明し、以下の説
明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能で
ある。
【０１２４】
　[00138]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、
光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１２５】
　[00139]本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュール
は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル
論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるい
は本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実
装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として
、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、また
は状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば
、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成として
も実装され得る。
【０１２６】
　[00140]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによっ
て実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコー
ドとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介し
て送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲および趣
旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセッサ
によって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング
、またはこれらのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた
、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分散されることを
含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書
で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目のリスト中で使用される「
または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」のリストが、Ａま
たはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢお
よびＣ）を意味するような、選言的リスト（a disjunctive list）を示す。
【０１２７】
　[00141]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を可能にする任意の媒体を含む通信媒体と、コンピュータ記憶媒体との両方を含む
。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な
媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは、命令またはデータ構造の形態
の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用または専用
コンピュータあるいは汎用または専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の
媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ
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る。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレ
ス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場
合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用す
るディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、
レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク
（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（
登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生
し、一方、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも
、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１２８】
　[00142]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することが
できるように提供される。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、本明
細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形
態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例
または一事例を示すものであり、言及した例についての選好を示唆せず、または必要とし
ない。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく
、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきで
ある。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が仮定され
得ないと決定することと、
　前記位相連続性を維持することなしに前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信と
を受信することと
　を備える、ワイヤレス通信システムにおいて共通基準信号を受信するための方法。
［Ｃ２］
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前記位相連続性が仮定され得な
いと決定することは、
　前記位相連続性が仮定され得ないというインジケータを受信すること
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記インジケータは、前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とが受信される前
に受信される、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信することと、
　前記位相連続性が仮定され得るというインジケータを受信することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得るという
インジケータを受信すること
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とが第１のフレーム内で生じる、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前記位相連続性が仮定され得な
いと決定することは、
　第１のフレームと第２のフレームとの間で位相不連続性が使用されると決定すること
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　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記位相不連続性が位相ランプアップを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記位相不連続性が、時間においてまたは周波数においてＣＲＳ位相を変化させるサイ
クル遅延ダイバーシティ（ＣＤＤ）を備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ワイヤレス通信システムが、前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とに関
してニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）を使用する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が仮定され
得ないと決定するための手段と、
　前記位相連続性を維持することなしに前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信と
を受信するための手段と
　を備える共通基準信号を受信するためのシステム。
［Ｃ１２］
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前記位相連続性が仮定され得な
いと決定するための前記手段は、
　前記位相連続性が仮定され得ないというインジケータを受信するための手段
　を備える、Ｃ１１に記載のシステム。
［Ｃ１３］
　連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信するための手
段と、
　前記位相連続性が仮定され得るというインジケータを受信するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１１に記載のシステム。
［Ｃ１４］
　前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得るという
インジケータを受信するための手段
　をさらに備える、Ｃ１３に記載のシステム。
［Ｃ１５］
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とが第１のフレーム内で生じる、Ｃ１１
に記載のシステム。
［Ｃ１６］
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信との間で前記位相連続性が仮定され得な
いと決定するための前記手段は、
　第１のフレームと第２のフレームとの間で位相不連続性が使用されると決定するための
手段
　を備える、Ｃ１１に記載のシステム。
［Ｃ１７］
　前記位相不連続性が位相ランプアップを備える、Ｃ１６に記載のシステム。
［Ｃ１８］
　前記位相不連続性が、時間においてまたは周波数においてＣＲＳ位相を変化させるサイ
クル遅延ダイバーシティ（ＣＤＤ）を備える、Ｃ１６に記載のシステム。
［Ｃ１９］
　前記システムが、前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とに関してニューキャ
リアタイプ（ＮＣＴ）を使用する、Ｃ１１に記載のシステム。
［Ｃ２０］
　　第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が仮定さ
れ得ないと決定し、
　　前記位相連続性を維持することなしに前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信
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とを受信する
　ように構成されたプロセッサを備えるワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ２１］
　前記プロセッサは、
　前記位相連続性が仮定され得ないというインジケータを受信する
　ように構成された、Ｃ２０に記載のデバイス。
［Ｃ２２］
　前記プロセッサは、
　連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信し、
　前記位相連続性が仮定され得るというインジケータを受信する
　ように構成された、Ｃ２０に記載のデバイス。
［Ｃ２３］
　前記プロセッサは、
　前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得るという
インジケータを受信する
　ように構成された、Ｃ２２に記載のデバイス。
［Ｃ２４］
　前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信とが第１のフレーム内で生じる、Ｃ２０
に記載のデバイス。
［Ｃ２５］
　前記プロセッサは、
　第１のフレームと第２のフレームとの間で位相不連続性が使用されると決定する
　ように構成された、Ｃ２０に記載のデバイス。
［Ｃ２６］
　前記位相不連続性が位相ランプアップを備える、Ｃ２５に記載のデバイス。
［Ｃ２７］
　　第１の共通基準信号（ＣＲＳ）送信と第２のＣＲＳ送信との間で位相連続性が仮定さ
れ得ないと決定するためのコードと、
　　前記位相連続性を維持することなしに前記第１のＣＲＳ送信と前記第２のＣＲＳ送信
とを受信するためのコードと
　を備える非一時的コンピュータ可読媒体
　を備えるワイヤレス通信システムのためのコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２８］
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記位相連続性が仮定され得ないというインジケータを受信するためのコード
　をさらに備える、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２９］
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　連続ＣＲＳ位相を使用する第３のＣＲＳ送信と第４のＣＲＳ送信とを受信するためのコ
ードと、
　前記位相連続性が仮定され得るというインジケータを受信するためのコードと
　をさらに備える、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３０］
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記第３のＣＲＳ送信と前記第４のＣＲＳ送信とがコヒーレントに結合され得るという
インジケータを受信するためのコード
　をさらに備える、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
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